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(序)

ラ イプ ニ ッ ツの 形而上 学 体系は、 モ ナ ドの 体系 と して 知 られ てい る。 モ ナ ドだ け が唯 一 の実 体

で あ り、 そ してそ のモ ナ ドは 精神 的 実 体で ある、 と され てい る。 す なわ ち、 我 々の魂 と類 比 的 な

もの で あ り、 それ が もつ 内的 作用 ない し内的性 質 は表 象lesperceptionsと 欲 求1es『ap-

petitionsで あ る、 とされ る。

しか し、 そ れ で は、 彼に 先 行 す る哲学 者 達、 デ カル トや ス ピノ ザに よって、 ある い は異 な る二

種 類 の 実 体 と して、 あ る いは 同 一 の実 体 の異 な る二種類 の属性 と して、 精 神 と実 在的 に同 等 の位

置 を与 え られ て い た物 体は、 ライ プニ ッ ツの 形 而上 学 め 体系 に お い て、 どの よ うな位 置 を与 え ら

れ るの で あろ うか。 本論 文 の 目的 は、 精 神 的 実 体:であ るモナ ドの 体系 の中 で一与え られ る、 物 体の

位置 を確 定 す る ことで あ る。

C一)

物 体に 関す る ラ イ プニ ッ ツの 議論 にお い てみ られ る第 一の 特徴 は、 物 体 を精 神 の表 象 に相 対的

な現 象 で あ る とす る、強 い傾 向 で あ る。 デ カ ル トにつ い てみ る と、 彼 は物 体の 感覚 的 性質 に つい

ては ライプ ニ ッツ と同様 に、 意 識 に相 対的 な現 象 と した が、 延 長 ・形 ・運 動等 は、 物 体的 実 体の

属 性 ・様 態 と して実 在 的 で あ る、 と した。 しか し、 ラ イプニ ッツは、 そ れ らの性質 も、 やは り我

我 の 意 識 に相 対 的 な現 象 で あ る・ とす るの で あ る・(注1)

それ ば か りでは な く、 ライ プニ ッ ツは 極端:な場 合に は、 「物 質的 事物 は 表 象 の外 では無 で あ る

だ ろ う」(注2)・ とNう 言N方 さえ して い る。

この よ うな ライ プニ ッツの傾 向 は、 自然学 の対 象 とな る物 体界 を、 全 て現 象 にす ぎ ない 、 とす

るに至 る。彼 の或 る小 品 の題 名 を借 用 して言 うな らば 、 自然学 の 目指す べ き ことは、 実 在的 現 象

phaenomenarealiaを 想像 的 現 象phaeno血enaimaginariaか ら区別 す るこ とに尽 きる

こ とに な る。(注3)自 然 学 の対 象 とさ れ る物 体的 現 象 は・ 単 な る夢 の よ ラな もの・つ ま り幻 想

illusionで はな い、 とい う意 味 で、 想像 的 でな く実 在的 で あ る とされ るので あ る が、 しか し

そ れ に して も、 現 象 で あ るにす ぎず、 実 在的 世界 そ の ものでは ない。 ラ イ プニ ッツは、 感覚 的 世

界 のみ な らず 、 物 理的 世界 を もま た 、現 象 で あ る とす るの である。

そ れ では冠 実在 的 現 象 とは何 で ある の か。 いか な る 理 由に よh,物 体的 現象 は 単 な る幻 想 か ら

区 別 され て、 実 在 的realisで あ る、 実 在性realitasを もつ、 ある い は実 在 的 な ものres

で あ る と言 われ るの であ るか。 この 問 い を有 名 な ライ プ ニ ッツの術語 を用 いて言 い換,える と、 物

体的現 象 が よ く基礎 付 け られ た現 象phaenomenabenefundataと され る理 由 は何 か、 とい

う問題 で ある。
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ラ イプニ ッ ツの 議論 をみ る と、 この 理 由 として二 つ の ものが考 え られ る。 ひ とつは 現 象相 互間

にみ られ る秩 序 、 つ ま り現 象の 規 則性 で あh,他 の ひ とつ は物 体的 現 象 に 力 の作 用が み られ る と

い う事 実rで あ る。

は じめ の理 由 、す なわ ち現 象 の規 則性 とい う点 か ら検 討す る な らば、 先程 触 れ た小 品、 「実 在

的現 象 を想 像 的 現 象 か ら区 別 す る方 法 に つ い て」 にお い て、 ラ イ プニ ッ ツが現 象の 実 在性 を判断

す る規 準 の第-に 挙 げ て い るの が、他 な らぬ この現 象 の規 則性 、言 い換 え る な らば 、 未来 の予測

可能性 で あ る。 ラ イプニ ッ ツの言 葉 を引 用す るな らぱ、 「現 象 の実 在 性 の最 も有 力 で、 しか もそ

れだけで十分な指標は・過去や現在の現象から未来の現象ρ予言に成功すること」(注4)な ので

あ る。

この 予言 の成功 の基礎 と して、 二 つ の根 拠 が挙げ られ て い る。 ひ とつは 理性 に よる もの で、「こ

れ ま でに 成功 して きた仮説 」 で あ る。 他 の ひ とつは 、 「これ ま でに 観 察 されて きた 習慣 」 で あ

る・(注5)こ の うち習慣 に よる未 来 の 予測 は・ 日常 生 活 に お い ては 重要 で あ る とは い え・ 観念 の連

結 が単 に記 憶 に 依存 してい るにす ぎず・ 論 証的demonstratifで は あ りえ な い。(注6)そ こで

現象 の 実 在性 の判 定 に と り、 よ り重 要 で あ る とされ る のは、 も うひ とつの根 拠 、 理 性 に よる仮説

であ る。 ライ プニ ッ ツは、 た とえ 全 人 生 が夢 にす ぎず、 可 視的 世界 が 想像 の 産物 にす ぎない と し

て も、 「理 性 を 正 し く用 い て」 人 が そ れ らに欺 かれ るこ とがな い な らば、 それ らの現 象は 十 分 に

実 在的 で あ る・ と言 うの で あ る・(注7)

理 性 を正 し く用 い てつ くられ る仮説 とは、 数学 的 自然 学 に他 な らな い。 数 学的 自 然学 は、 知性

に のみ に よ り知 られ る概 念 ・必 然 的 真理 ・永 遠 真 理 に基 づ き、 物 体現 象 の うちの秩 序 ・規 則性 を

「論 証」 す る・(注8)し か レ 必 然 的 真理 に基づ き普 遍 的妥当 性 を もって論 証 され る とはい え ・

この秩 序:ない し規 則性 は、 外 的物 体の 存 在 を証明 す る根 拠 とは な りえ な い ので あ る。

さ て、 現 象の実 在 性 の根 拠、 現 象が 「よ く基礎 付 け られ た」 と言 わ れ る理 由 の 他の ひ とつ は 、

現 象 の うち に力 の 作用 がみ られ る とい う事 実 であ っ た。 そ こで、 この もうひ とつ の理 由の検 討 の

準備 として、 こ こで.数 学 的 自 然学 に つNて ライ プ ニ ッ ツの与 えて い る説 明 を少 し立 ち 入 っ て調

べて み た い と考え る。

ライ プニ ッツに よれ ば、 数学 的 学 問 は純粋 数学 と混合 数 学 とに分 か れ る。(注9)純 粋 数学 とは

幾 何 学 と数 論 で あ り、 混 合数 学 と は純 粋 数学 の 自然 へ の適 用 で ある。 純 粋 数学 と混 合 数学 との対

象 に つい て、 ラ ィプ ニ ッ ソは どの よ うな性 格 付 け を して い るで あろ うか。

純 粋 数学 、 つま り幾何 学 と数論 の対 象 は、 それ ぞれ 、延 長 と数 で あ る。 これ らの数 学 的概 念 は、

ライ プニ ッ ツに よれば 、精 神の 抽 象物 にす ぎな い。 延 長 は 「拡散 され てい る もの」 を、 数は 「数

え られ る もの 」 を前 提 す るが、 そ うした 具 体的 に存 在す る ものか ら抽 象 して、ただ、可能 的 な もの

の相互 の秩序 」連 関 のみ を捉 え るの が、 延 長 や数 な どの数 学的 概 念で あ る。(注10)時 間'空 間 も

同 じ抽 象概念 で あ る。 た とえば 空 間 は、 同 時 に存 在 し うる ものの 秩序 と言 わ れ るが、 これ は、 可

能 的 な位置 関 係 ・遠 近 関 係が 一 般 的 に考 察 され る秩 序 を意 味 し、 そ の際 、 そ れ らの 関 係 自 体は、

実 在す る具 体的 な事物 の偶 有性accidensと してで は な く、 精 神 の抽 象 に よる全 く観 念 的 な も
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の と して捉 え られ るの で ある。(注11)こ の意 味 で 時間 ・空間 はensrealis(実 在物)で は:な

くsenSratiOniS(理 性 の 有)な い しはreSmentaliS(精 神 的事 物)
、 と呼 は れ て い

る。(注12)

数 学的 概 念 をenSrationisと み る、 こ の ライプニ ッツの見方 は、 ス ピノザ の 見方 と同 じで

あ る。(注13)た だ し・ ス ピノザが それ 故 に 数量 的 自然学 を退 け た の に対 して
、 ラ イプ ニ ッ ツは、

数学 的 真 理 は永 遠真 理 で あ る と言 うの で あ る。 す な わち、 数 学 の対象 そ の ものは 観念 的 な もの で
コ 　

あ り、何 ら精 神 の外 に実 在 す る もの では ない とは い う ものの 、 数 学的 真理 は、 必然 的 真理 ・永遠

真理 な の であ る。 ライプ ニ ッツ 自身 の言 葉 を用 いれば 、 「連 続 体に 関す る学 問 、す なわ ち、可 能的

な もの に関 す る学 問は ・永 奉 真理 を含 む」(注14)の で ある・ ラ イプ ニ ッ ツは この ことの根 拠 を、

神 の 知性 の うちに求 め る。 神 が実 体、つ ま リモナ ドとそ の様 態ば か りで な く、 そ れ ら相互 間 の関

係relationesを も見 る.と い うことに、 諸 々の 関 係、諸 々の真 理 の 実 在性 は存 す るの で ある。

また 時間 や 空間 の実 在性 も.そ れ らが 個々 の人 間精 神 の現 象で ある だけ でな く、神 の現 象phae-

nomenaDeiで もある と い うこ とに存 す る・ と言 わ れ る。(注15、

さて、純 粋 数 学 が 抽象 的 な秩 序 や 関 係に関 す る学 問 で あ った の に対 して、 そ の 自然 へ の適用 で

あ る混 合 数学 の対象 は、 延長extensioで な く延 長す る ものextensumで あ る、 とされ る。

この混 合数 学 が数 学的 自然学 で あ る ことは言 うま で もない。 とこ ろで、 この延 長 と延 長す る もの

との関 係は、 数 と数 え られ る もの との 関 係 と同 じで あ る、 と言わ れ て い る。 す なわ ち、 「延 長」

が 抽象 物 で あ り実 在的 な ものresで は ない の に 対 して、 「延 長 す る もの 」、 換 言 すれ ば、 「物

質」 、 「延 長 的物 塊」 は、 そ れ 自 体で完 全 な物 体corpuscompletumで あ り、 実 在的:なもの

resな の で あ る。(注16)

そ れ では、 単 な る延 長 と延 長 す る もの との ちが い は どこに ある の で あろ うか 。 この 問題 は、 デ

カ ル トの 物 体論 に対 す る ラ イプニ ッツ の批 判 に関連 した 問 題で ある。 周 知 の よ うに、 デ カル トは

物 体的 実 体 の属性 を延 長 と し、更 にそ の様 態 と して、 形 ・位 置 ・運 動 を挙 げ た。 ライ プニ ッツは

この説 に 対 して、 第 一 に、 単 な る延 長 は運 動 や静止 に 対 して無 差 別 的indifferensで ある故

に、 そ れ に ょっては 運 動 に対 す る物 体 の抵抗 力resistentia.す なわ ち慣性inertiaを 説明

で きな い ・ とい う点 ・(注17)そ して第 二 に、運 動 力vismotrixを 除 い て;運動 を単 な る位置 の

変 化 と捉 え るな ら、 充 満 した延長 体に お い て等 しい もの の交 替 が 行 われ る だけ で あ り.運 動 の主

体が決 定 で きな い・ とい う点(注18)を 挙 げ て・ デ カル トに反 対 した の であ った・

ライプ ニ ッツは、 物 体 と して、 単 な る延 長 では な く、抵 抗 力 と運 動 力(ラ イ プニ ッ ツは とれ ら

をそ れ ぞれ 受動 的 力viSpaSSivaと 能 動的 力viSaCtivaと 呼 ん でい る)(注19)を 備 え そ

の 両 者 か ら構 成 される.「 完全 な物 体」 を考 えな け れば な らない 、 と主張 す るの で あ る。 単 なる

延 長だ け か らは.結 局.物 体的 現 象 に おけ る一切 の多 様 性 、 ま た一 切の 変 化 は説 明 で きず に終 わ

るで あ ろ う。(注eo)延 長 が帰 され る具 体的 事 物 の うちに は、延 長 の他 に能動 と受 動 昂ctioet

passioを 認 め な けれ ば な らない。 これ が デ カル トに 対す る ライ プニ ッ ツの批 判 で ある。延 長

す るも の とは、 そ の両者 を備 え た延 長的 物 体の こ とであ る。 この点 につ い て ライ プニ ッツは、 前
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に触 れ た、延 長 が前提 す る 「拡 散 され てい る もの」とは、zoδoン αμ`た6ン っ ・ま り能動 受動 の 原

理prinpiciumagendietpatiendi・ に他 な らない ・ とい う言 い 方 を してい る。(注21)

さて 以上 か ら、 自然 学 の対 象 であ る延長 的 物 体は、 力 を備 え た物 体 であ る。 と ころ が、 物 体的

現 象に力 の 作用 がみ られ るとい うこの事 実 こ そが、 問題 とな って い る、 現象 が実 在的 であ る と さ

れ るた めの 第 二番 目の理 由 ・根 拠 に他 な らない。 力 の 作用 は、 何 故、 現 象が 実 在的 で あ る と され

る ことの根拠 とな るの で あろ うか。

デ カル トの 自 然学 に澄 い ては 、物 体 間の 差 異 ・区 別 は各 物 体 に付与 され る 運 動 の差 異 ・区 別 に

よる、 とされ た。 しか し既 に述 べ た よ うに、 ライ プニ ッ ツは、 運動 は単 な る位 置 の変 化 とみ られ

る な らそ の主 体 さえ決 定 され えな い もの で ある、 と主 張 す る。 そ こ で、 物 体 間 の 差異 の原 理 とし

て、相 対 的 な位置 の変 化 以 上の 絶 対的 な何 かが 求 め られ るの であh,そ の 絶 対 的:な何 かが 力 に他

な らな い と され るの であ る。 物 体的 現象 の うちに 認 め られ る 一切 の差 異 の原理 と して、 物 体:的現

象の うちに 見出 され る絶 対的 な もの、 それ が力 であ る。 力 は運 動 の直接 的 原因 で あ り、運 動 の 中

に 認 め られ る唯 一 の 実在 的 な もの であ る。(注22)こ の意味 で・ 力は 物 体的 現 象が 実 在的 で あ る と

言 わ れ うる根 拠 の ひ と つに数 え入 れ られ る、 と言 え よ う。

しか し.力 の 作用 が、 現象 が実 在的 で ある こ との根 拠 と され る理由 は、 これ だけ に は とどま ら

ない。

現象 が 実 在的 で あ る、 とい うことは、 現 象 が よ く基 礎 付 け られて い るbenefundata.と 言

い換 え られ た。 そ こで、 この 「よ く基 礎付 け られ て い る」 とい う言葉 には、 現 象 の実 在 性 の根 拠

が 二つ あ るこ とに従 って、 二つ の異 な る意 味 が ある。 第 一に は、現 象 の実 在性 の第 一 番 目の根 拠

に対応 して、 よ く基 礎 付 け られ て い る とは現 象 が規 則立 って い るregulataこ と と 同 義 で あ

る。(注23)し か しま た・benefundstoと い う言 葉 は ・現 象がfundatoinrebusで あ る

(事 物 の うちに 基礎 を もつ)こ と を も意味 す る。(注24)ラ イプ ニ ッツの 体系 で真 に実在 す る事物

は モ ナ ドだ け であ る か ら、 これ は結 局 、fundatoinmonadibus(モ ナ ドの うち に基礎 を も

つ)と い うこ とで あh,ラ イ プニ ッツ 自身が この表 現 を用 い てい る・(注25)こ れ は ど うい う意味

か とい うと、 現 象 界 にみ られる力 の 作用 がそ の基 礎 を実 在界 、 す なわ ちモ ナ ドの 世界の うちに澄

い てい る、 とい う意 味 で あ る、 と解釈 で きよ う。 そ うする と、 物 体的 現 象 にみ られ る刀 の作 用 が

実 在的 で あ る とされ、 そ れに従 っ て物 体 的現 象 が 実在 的 で あ る とされ る、 よ り根本 的な根 拠 は 、』

物 体的 現 象が純-粋に観念 的 な もの で ある の では な くそ の奥 に 実在的 世界 を 基礎 と して もつ、 とい

う ことが、 力 の 作用 が 存在 す る こと に よって示 され る こと に あ る、 と結 論 され る であろ う。

(二)

と-ころ で ラ イ プニ ッ ツは この 力 につ い て、 「運 動 と呼 ば れ る状 態 の中 に ある実 在的 な とこ ろ は

・・… ・物 体的 実 体に 由来 す る」(注26) ・ あ るい は・ 「物 体的 実 体の中 に あ る毛運動 の 原 因 で あ る

力」(注27)・ と言 って い る。 す なわ ち・ ラ イプニ ッツは ・ 単:なる.現象で は な い物 体的 実 体sub-

stant-iacorporeaの 存 在 を、 は っ きり と認 め る の であ る。 ライプ ニ ッツの 体系 に おい て認 め
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られる物 体 的実 体 とは何 で あ ろ うか。

ライ プ ニ ッツは 「実体 とは 作用 が 可能 な存 在で あ る」 と言 う。(注28)こ の 作用の 原理 が力 で あ

h,そ して 力 は 「実 体を構 成 す る もの 」(注29)で ある。 ライ プ ニ ッ ツは 明確 に・ 力 は 「実 体そ の

もの をそ の基 体 とす る属 性 」 で あ る・ と も言 ってい る。(注30)し か しな が ら・ ここで言 わ れ る力

の主 体は、 現 象 にお い て力 の主 体 と して認 め られ る物 体の こと を意味 して い る のでは ない、 とい

うこ とに注 意 しな け れば な らな い。

ライ プニ ッ ソは力 を二種 類 に 分 け るの で あ る。 原始的 力visprimitiva,と 派 生的 力VlS

deriva,tivaで あ る。(注31)物 体的 現 象 に知 い て認 め られ る力 は・派 生的 力 に寸 ぎな い・ 物 体

的 現 象 に お け る能 動 的 力、 す なわ ち運 動 力 ・作 用 力 と、 受 動 的 力 で あ る抵抗 刀 とは 、 ライ プニ ッ

ツに よれ ば、 偶 有的 か つ可 変 的 な もの で あ る。 本 質的 か つ永 続 的 な もの を前 提す る様 態modi-

ficationesで し か:ない の で ある・(注32)派 生的 力 は 原始的 力 の様態 に す ぎ:ない・ そ して ・両

者 はそ れ ぞれ 現 象界 と実 在 界 に属 せ しめ られ 、 全 く対 照 的な特 性 を もつ とされ る。 ま た それ に従

っ て、 原始 的 力の主 体 は実在 界 に、 派 生 的力 の主 体 は現 象界 に属 せ しめ られ る、全 く別種 の もの

と され るの で ある。

まず 、 原始 的力 と派 生的 力 が もつ特 性 が 対照 的 で あ る とは、 原 始 的力 の 作用 が内的 で あ る のに

対 して派 生 的 力の 作用 が外 的 で ある、 とい うことで あ る。 実 在 界 に澄 い て に 力の 作 用 は 内的 で

あ り実 体相互 間 の 直接 的 作用 は ない(つ ま リモナ ドには窓 が ない)、 と され る。 と ころ が現 象界

に診い ては、 物 体相 互 間 の衝 突 ・衝 撃 、す なわ ち外 的 相 互 作用 がみ られ る ので あ る。 した が って

ま た、 変 化 の生 じ る原因 も、 実 在 界 と現 象 界 とでは対照 的 で あ るこ とに な る。 モ ナ ドはそ の本質

と して 変 化 へ向 か う内的傾 向 を もつ とされ、 モ ナ ドに 生 じる変 化 は全 て モ ナ ドの 内部 か ら自然 に

生 じる、 とさ れ る。 と ころ が現 象 界 に 澄い ては、 全 ての 新 しい変 化 は、 或 る一 定 の運 動法 則に従

う物 体間 の衝 突 か ら、 すな わ ち外的 作用 の 結果 とし て生 じる の であ る。 た とえば 円運動 を行 う物

体 は、 それ 自体 と して は慣 性 に従 い接 線 方 向 に向 か うが、 他 の物 体に絶 え 間 な く押 され る ことに

よっ て 円運 動 をす る・ と言わ れ てい る。(注33)

つ ぎに、 原始 的 力 と派 生 的 力 の主 体につ い て何 が言 わ れ うるか 、派 生的 力 の主 体か らみ てみ よ

う。

現 象界 の説 明は 人 間精 神 に よる 「抽 象」 を受 け 入 れ る。 現 象界 の説 明 には 人間精 神 に よる抽 象

は 、 有効 で あ り有 用 で ある ばか りゃ・必 須 で ある.と 言 わ れ る。 た とえIrk,物 体 の運 動 法 則 は数学

的に 記述 され るが、 そ の数 学 拭 前 にみ た よ うに関 係 一般 に 関す る抽 象的 学問 で あ り、 そ の証 明

の道 具 と して・r無 限小量 」 とい う全 くの虚 謝 ら含 む ものZ`あ る・(注34)時 間'空 間 の雛 に

して も、人間 精神 が諸 現象 間 に 認め られ る一 致 ・秩序 か ら抽 象 して 形成 した概 念 で あった。 とこ

ろ がま た、 ライ プニ ッツぽ、 「現 象に おい て、 物魂 の各 部 分 に何 を帰 す べ きか決 定 す る こと がで

き る のは、 この こ と(抽 象 〕 に よ るの であ る」(注35)・ と言 う・ この言 葉 は・ 現象 踏 け る派 生

的 力 の主 体決 定 には恣意 的 な面 が含 ま れ る、 と解 釈 し うるで あろ う。 こ の よ うな恣 意 的 な決 定 に

依 存 す る主体 が実 体 で あ るはず が な い6物 体 的実 体 と言 われ るの は、 現 象 界 に齢 い て力 の主体 と
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な る物体 の ことで は ない の で ある。

自然 学 の 対象 とな る延 長 的物 体 は、 作用 の原 理、 力 を含 む とはい え実 体 で は な く、 あ くまで現

象 にす ぎない。 ライ プ ニ ッツは 自 然学 の対 象 とな るこの延 長 的 物 体 を、 実 体 と区 別 し、 また1.純

粋 に観念 的な もの であ り、 人 間精 神 の形 成 した ものresmentalisで あ る延 長 と も区 別 し、 そ

の中 間的 な存 在 と して、 半 実 体semisubstantia、 準 実 体quasisubstantiaと い う名称 を

与 え てい る・(注36)

物 体的 実 体 とは、 現 象界 に おけ る派 生的 力 の主 体では な く、 実在 界 に お け る原 始的 力 の主 体 で

あ る。 ラ イプ ニ ッ ツは 、 有限 実 体、'すなわ ち神 以外 の実 体は能 動 的 原理 と受 動 的原 理 の結 合 に よ

って構 成 され る、 ζす るの で あ るが、様 態 的 な もの にす ぎな い能 動 的力 と受 動的 力、 す なわ ち運

、勢 りと抵 抗 力 と の結 合 に よって は・ 実 体は構 成 され えな い。 現 象界 にお ける そ れ ら偶 有的 ・可変

的力 の 前提 とな るべ き本質 的 ・永 続 的 力 の主 体 と して、 実 在界 にお・ける物 体 的実 体が 要請 されね

ば な らな い。 す なわ ち・ それ ら様 態 の源 泉fonsと な るべ き実 体的 な もの(注37)と して 、 原始 的

な能動 的受 動的 力の 主 体 と して、 物 体 的実 体 は要請 され る の で ある。

そ れ では、 原始 的 な 能動的 受 動 的 力 とは 一 体何 で あ ろ うか。 ラ イプニ ッツは ア ルノー宛 書 簡 に

お い て、 物 体的実 体 が 要請 される も うひ とつ の理 由 を挙 げ て い る。 ところ が後 に み るよ うに、 こ

のア ル ノー宛 書 簡 で 問題 と され て い る、物 体的 実 体の 要請 の理 由 と.上 に述 べ た物 体的 実 体 の 要

請 の理 由(つ ま り原始的 力 の主 体 と して の 要請 の理 由)と は、 実は 同一 に帰 す る とされ るの で あ

るか ら、 アル ノー宛 書 鞘での議 論 の 検 討 に よって、 原 始 的 力 の本 性 が何 で あ るか、 解 明 さ れ るで

あ ろ う。 争 点 は、 実 体は実 体で あ る限 り真 の 統一uneveritableunitoを も たねば な らな

しnとNう 点 で あ る。(注38)

ライプ ニ ッ ツは、偶 有性 に よる一unumperaccidensと そ れ 自身 に よ る一unumperse

とを区 別す る・ 偶 有性 に よ る一 は 思唯 に よる 統 一 皿eunitedepenseeで しか な く、何 を

統一 体 とす るかは 任 意 で あ る。そ こ で偶 有性 に よる一 しか な い ところ に は、 これ こそ真 の存 在 で

あ る、 と言 い うる よ うな もの は 見出 されな い。 そ れ 自身 に よる一一、 真 の 統 一 を もつ もの が あ っ て、

は じめて真 の存 在 が 見出 され う る の であ る。 したが って、 物 体の うち に真 の統 一 を備 え た ものが

何 もな いな らば、 物 体は 単 な る 「規 則立 った夢 」 の よ うな もの であ る こ とに な って しま う。 この

場 合 には 可 視的 世界 の うちには 人 間 の他 には 実 体的 な ものが何 もない こと に な る。(人 間 だ け は

例外 で あ り、 そ の精 神 が 真 の統-・ を もつ こ とが 自己 反省 に よって知 られ て澄 り、 そ の 身体 が有 機

的機 械 と して いか に諸 部分 に 分け られ よ うと も、 精 神 の与 える 真 の統 一 を備 え てNる こ とが知 ら

れ て い る。)・

た だ し.物 体の うちに は真 の統一 を備 え た存 在が なけれ ばな ら ない、 とい うこの議 論 は.物 体

は真 の統 一 を備 え た存 在 か ら合 成componiさ れ て い なけ れ ばな らな い、 と言 うの では な く、 た

だ.そ うした存 在 を基 礎 に もち そ こか ら結果resultareす るので な け れば な らない 、 と言 うの

で あ る。 ライ プニ ッ ツ砿 そ うした存 在が 物 体的 現 象 の部 分partesで な く基 礎fundamentoと

して あ る必 要 を言 うの であ る。(注39)
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.さて.そ れ では真 の統 一 は何 に よ って得 られ る ので あろ うか。 ラ イプ ニ ッ ツはそ れ を
、 「実 体

的 形 相」、 「精 神に類 比的 な エ ンテ レケ イア」 、 あ るい は 「生 命 的原 理unprincipevital」

と呼 ん でい るが・ 一語 で言 え ぱ精 神的 生命 的原 理 であ る。(注40)・また これ に付 加 え て、 ライプ ニ

ッ ツは、 人 間の 場 合 に精 神 が 形柑 であ り身 体が質 料 とな って ひ とつ の実 体 が構 成 され るの と同 じ

仕 方 で、物 体的実 体 も構 成 され る、 と言 う。(注41)こ れ は 前 に触 れた 、有 限 実 体 にお い ては 能動

的原 理 と受動 的 原 理 の 結 合 に よ って完 全:な実 体が構 成 され る、 とい う議 論 で あ るが、 こ こで は両

原理 の 結合 が 、精 神的 生 命的 原理 と有機 的 機 械(つ'ま り身 体)と の結 合 と して語 られ てい る ので

あ る。

さて、 物 体が 単な る現 象で は な く実 体で あ るた め には 、真 の統 一 を もつ存 在 が 要請 され た。 そ

して そ の真 の統 一 の原理 とは、 精 神的生 命的 原理 であっ た。 ところ が ライ プニ ッ ツは、 作 用の根

本原 理 で ある原 始 的 力 と この精 神的 生 命的 原 理 は 同一 で あ る、 と言 う。 「作用 の源 泉 と統 一 の源

泉 は同 一で あ る」 ・ と ライ プニ ・ ツは 明言 して い る・(注42)原 始的 力 とは 第 一 エン テ レケ イ アに

他 な らず、 精 神 的 生 命的 原 理 に他 な らない の であ る。 あ るい は よ り正確 に言 うな らば、 原 始 的 能

動 的 力 が第一 エン テ レケ イ ア、 精 神的 生 命的原 理 で あh,原 始的 受動 的 力 は、 実 体 の不完 全性 の

原 理 で ある第 一質料materisprima(注43)、 す:なわ ち 身 体な ので あ る。

結 局 、 原始 的 力 の主 体で あh,真 の統 一 を もつ存 在 で あ る物 体的 実 体 とは、 有 機的 生 命 体で あ

る。 ライ プニ ッツは人 間 以 外 の生 物、 すな わ ち、 動 物 ・植物 ・更 に下 等 な微 生物 に至 るま でを全

て、 物 体的 実 体 として総 称 してい る よ うに 思わ れ る。 しか も ライ プニ ッ ツは、 更 に進 ん で、無 機

的 物 体 とみ え る もの も実 撫 数 の 有 働 生 命 体 で充満 して い る・ と主張 す るの で あ る・(注、4)人

間 そ して種 々の物 体的 実 体の 身依 は微 生 物 で充 満 して澄 り、 そ して そ の各 々の微 生物 の 身 体 もま

た更 に 小 さな微 生物 で 充満 して お り、 以下 無 限 に続 く、 とい うよ うに、 全 自然 は至 る所 、 無数 の

生 命 体で充満 して い る、 と ライ プニ ッ ツは み る の であ る。

デ カル トは 有限 実 体(つ ま り神 以外 の実 体)を 、精 神的 実 体 と物 体的 実 体 との二 種類 に区別 し

た。 しか し ライプ ニ ッツは、 デ カル トが 実 体 で ある と した延 長 的物 体を全 て現 象にす ぎ ない とし
、

しか も、 そ のよ うに 現 象 と して は無 機 的延 長 とみ え る もの が実 体 として は無 数 の精 神的 生 命的 実

体 で ある と した。 そ してそ れ らの精 神 的 生 命的 実 体に物 体的 実 体 とい う名を与 え た ので あ る。

さて.そ れ では ラ イ プニ ッ ツの言 う物 体的 実 体 と 自然 の真の ア トム、事 物 の元素leselem-

entsdeschosesと 言 われ るモナ ドと の関 係は、 い か な る もの で あろ うか。 結論 を言 うな ら

ば、 モ ナ ドが単 純 実 体substantissimplexで あ るのに 対 して.物 体的 実 体は多 数 の モナ ド・

単純 実 体か ら成 る合 成実 体substantiacompositaで あ る。 多数 の モ ナ ドが 支配 的 モ ナh'

monasdominatrixに よ って統 一 され て合成 実 体に なる。(注45)そ して合 成 実 体は・ その支

配的 モナ ド・統 一 の原理leprincipedesonunicit'eの 種 類 に従 って、 人 間(人 間 は物

体的 実 体 と区 別 され るべ きであ るが 合 成実 体で は あ る)・ 動 物 ・植 物 ・単 な る生 命 体に と階 層付

け られ るの で あ る。(注46)
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(注)

略 号 一 覧;

G・1)iephilosophische〃SchriftenvonO・ttjrtedWilhelmLeibniz,hrsg.

vonC.1.Gerhardt,

G.M.ゐ ¢`∂'`砧e'占3」 πθ∠乃ρ〃z｢lischeSchriften,hrsg.vonC.1.Gerhardt、

(一)

(注1)e.g.G.皿.p.119.「 ・・一 形 は物 体 を構 成す る もの であ る どこ ろか 、 思惟 の外 で

は、 完全 に実 在的 で確 定 され た性 質 です らない。 … … 私 は 同 じ こ とを、 大 きさや運 動 に

つ いて言 う こ とが で きる。 つまh .こ れ らの性 質 ない し述 語 は、 色 や音 と同 じよ う2、

現 象 的性 質 を帯 び てい る。 」cf.G.IV.P.436.

(注2)G.皿.p.623.

(注3)G.皿.PP.319-322,「 実 在 的 現象 を想 像 的 現象 か ら区 別す る方法 に つ いて 」

(注4)G.V旺.P.320.

(注5)Ibid、

(注6)e.g.G.W.PP.600-601,「 動 物 の表 象 に は、 理性 と似 た 所 の あ る或 るつな が

りが存 在 寸 る・ しか しそ の つ な が りは、諸 事 実 な い し諸 結果 の記憶 に基づ くに す ぎず 、

原 因 の認 識 に基 づ くの では全 くな い。・・・…人 間 に して も、 経 験 的 で ある限 りは、 つま り

その 行 為の 大部 分 に澄 い ては、 動 物 と同 じ よ うに行為 して い るに す ぎな い。 … … しか る

に真 の 理性 の働 きraisonnementは 、 必 然 的 真 理:なNし 永 遠真 理(/C,た とえば、 観 念

間 の 不 可疑 的 な連 結 ない し不動 の帰 結 関 係 を なす、 論 理学 、 数 、幾 何 学 の 真理 に、 依 存

して い る。 」G.W.p.501,「 何 か よ り高度 な、 知 性 のみ が供 給 し うる もの が、 想

像 力 や感覚 を助け に くる ので なけ れば、 数学 的諸 学 問 は全 く論 証的 でな く、 単 な る帰 納

や 観 察 か ら成 る ことに な って しま う、 とい うの は 正 しい。 帰 納 や観 察 に よ っては、 我 々

は決 して、数 学的諸 学 問の うち に見 出 さ れ る諸 真理 の 完 全な 普遍 性 を、 確信 す るこ とが

で きな いで あろ う。 」cf.G.斑.1).505,p.611.

(注7)e.g.G.皿.P.320,「 実 際.た とえ全 人 生 が夢 にす ぎず、 可 視的 な世 界が 想像

の 産物 にす ぎない 、 と言 わ れ よ うと も、 も し も理性 を 正 し く用Nて 、 こ の夢 な い し想像

の 産物 に欺 か れ る こ とが 決 して な い な らば 、私 は この夢 ない し想像 の産 物 は十 分 に 実在

的 で あ る、 と言 う であ ろ う。 」G.VI。p.404,「 我 々 の表 象 が、 相 互 に、 そ して

また過去 に我 々の もった 他 の表 象 と.よ くつ な がって お り、 数 学の規 則や他 の理 性 の真

理 がそ れ らに妥 当す る よ うで あ るか ど うか 、 よ く考 察 す る必 要 が あ る。 も しそ うな って

い る:なら、 そ れ らの 表 象 は実 在的 とみな さな け れぱ な らな い司cf・G・ 皿 ・P・567・

G.N.p.439.

(注8)G.W.P.501.cf.(注6)

(注9)Ibid.「 想像 力に 従属 す る、 これ らの明晰 判 明 な 観念 が、 数 学 的学 問 の 対 象で あ る。

数 学 的 学問 とは す なわ ち、 数論 と幾 何 学(こ 煎が純 粋 数 学 で あ る)と 、 そ れ ら諸 学 問 の

自然 へ の適 用(こ れが 混 合数 学 をな す)と であ る。」

(注10>e.愈.G.II.P.249,「 ひ とは 普通 、 想像 力 を満足 させ る ことに甘 ん じ、 理 圭に

つい ては配 慮 しな い。 …… す なわ ち、 不完 全 で抽 象 的 な概 念、 つ ま り数 学 的 概念 し か用
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い て い な い。 こ れ らの 概 念 は、 思 惟 が 支 え て い る の で あ っ て 、 そ の'ま ま の 形 で は 自然 の

う ち に は 見 出 さ れ な い もの な の で あ る。 」'cf.G.皿.pp.-169-170,p.195,

p.241,pp.268-269.

(注lI)e.g.G.VB.p.401,「 位 置:な い し 空 間 と呼 は れ る もの は 、 精 神 が そ の う ち に 諸

関 係 の 適 用 を 考 え る、 或 る秩 序 を 含 ん だ 、 観 念的 な も の で し か あ りえ な い6・ … ・・こ の 第

三 の 意 味 で の 関 係 は .確 か に 基 体 か ら離 れ て あ り、 実 体で も属 性 で も な い故 に 純 粋 に 観

念 的 な もの で な け れ ば な ら なinた だ そ の 考 察 が 有 用 な の で あ る、 と言 うべ き で あ る。」

cf.G.皿.P.183,p.249,p.253,A-268,p.450,IV.P.568.

(注12)G.皿.p.183,P.268.

(注13)拙 稿 「ス ピ ノ ザ の 知 識 論 」 、 『 理 想 』4月 号 、1979年 、P店123一 ・124を 参 照 。

(注14)G.皿.p.282,cf.G.皿.p。268,「 数 学 的 対 象 は 、 数 や 時 間 の 特 質 の 場 合

と 同 じ よ うに、 そ の 無 数 の 特 質 を 極 め て明 証 的 に 理 解 し うる 、 と ら う こ と は 私 も認 め る

が 、 そ れ ら 自 体 は 、 事 物 の 可 能 性 な ら び に 永 遠 真 理 と に 属 す る、 秩 序 な い し関 係 で あ る

に す ぎず 、 た だ、 そ う した もの で あ る 故 に 、 ま た 現 実 に 存 在 寸 る もの に も適 用 され る こ

と に な る の で あ る。 」 他 に 、G.IV.PP.491-492,G.靱.P.564も 参 照 。

(注15)G.B.P.438.cf.G.皿.P.564,「 連 続 性 は 、 他 め 全 て の 真 理 と 同 じ よ う

に 、 神 の 知 性 の 対 象 で あh,そ の 光 が 我 々 の 知 性 の 」=に も及 ん で い る の で あ る。 」

(注16)r.皿.P.171,P.195,P.268.

(注17)G.II.P.170,「 物 質 の う ち に は 自 己 の 状 態 を保 と う とす る力 が あ る、 と しな さ

N,。 確 実 に こ の 力 は 、 延 長 だ け か ら導 き 出 さ れ る こ と が 決 して で きな い 。 」

(注18)e.9.G.IV.P.444,「 多 くの 物 体 が 互 い に そ の 位 置 を変 え る と き、 そ の 位 置 の

変 化 を 考 察 す るだ け で は 、 運 動 な い し静 止 が 、 そ れ ら の 物 体の う ち の ど れ に 帰 され る べ

きか を 、 決 定 す る こ とは で き:ない 。 」cf.G.II.P.98,P.133.

(注19)G.M.W.pp.236-237.

(注20)・e.g.G.皿 。pp.226-227,「 も し普 通 に 行 わ れ て い る よ うに 、 物 体 は 延 長 以 外

の も の を何 も含 ま な い 、 と言 わ れ る な 魁ぱ 、 … … 物 体 の う ち に 有 る多 様 が い か に し て 生

じ る か が 、 どの よ うに し て も説 明 され え な くな る 。 」cf.G.皿 。p.249,p. .257.

(注21)e.g.G.7[.p.269,「 拡 散 され.反 復 され 、 連 続 す る と 想 定 さ れ た こ の 本 性 は 、

物 理 的 物 体 を 構 成 す る もの で あh,そ して そ れ は 、 能 動 受 動 の 原 理 以 外 の 原 理 の う ち に

は 見 出 され え な い 。 」cf.C.皿.p.241,G.IV.p.499.

.(注22)e.9.G.II.P.133,「 運 動 は そ れ 自 体 と して 、 力 と 切 り離 され て 考 え られ る と、

何 か 相 対的 な もの で あ る に す ぎ な い 。 … 噛 し か し力 は 、 何 か 実 在 的 で 絶 対 的 な もの で あ

る 。 」-cf.G.II.p.91,p。98,G.IV.P.444.

(注23)C.II.p.251.cf.'(注7)

(注24)C.B.P.・268.

(注25)G.II.P.435.・ 三

(二)

(注26).G.皿.一P.91.

(注27)G.皿.p.98.
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(注28)G.V正.p.598.

(注29)G.IV.P.472.

(注30)G.皿.P.170.

(注31)G.M.VI.pp.236-237.

(注32)e.9.G.II.P.270,「 偶 有 的 な い し可 変 的:な もの は 全 て 、 本 質 的 な い し永 続 的

な 何 か の 様 態 で な け れ ば な らな い 。 」G.皿.p.504,「 実 体 的 な ものは 、 様 態 の

源 泉 で あ る、 と 定義 さ れ う る。 」G.皿.P.262,「 原 始 的 力 は 、 系 列 の法 則 の よ

うな もの で あ り、 派 生 的 力 は 、 系 列 中 の 或 る項 を 指 定 す る、 確 定 値 の よ うな もの で あ るJ

cf.G.皿.P.171,p.251,P.257.

(注33)こ の毅 落 の 議 論 は 、G.皿.pp.251-253に よ る。

(注34)e.9.G.W.P.629,「 無 限 小 計 算 は 、 数 学 を 自 然 学 に適 用 す る こ と が 問 題 の と

きに 有 用 で あ る。 しか し私 は 、 そ れ に よ っ て 事 物 の 本 性 の説 明 を す る 、 と主 張 す る つ も

りは な い 。 と い う の は 、 私 は 無 限 小 量 を、 有 用 な 虚 構 と 考 え る か らで あ る。 」cf.

G.VI.p.90,G.M.VI,p.238.

(注35)G.皿.P.253.(た だ し、2行 目 のquoを 、Loemker;G.解.Leibnia,

Phil・ ∫・phicalPapersandLetters
,P.531に 従 っ て 読 む 。〔 〕内 は 筆 者 の 補 足 。)

(注36)G.皿.PP.257-258,P.504.

(注37)G.皿.p.504.cf.(注32)

(注38)「 真 の 統 一Jを 廻 る次 段 落 の 議 論 は 、G.皿.P.77,pp.96-97,PP.119-

120に よ る。

(注39)G.皿.p.268,「 正 確 に 言 う と、 物 質 は 、 構 成 的 一 か ら 合 成 さ れ て い る の で は な

く、 そ れ らか ら結 果 す る の で あ る 。 ・・… ・実 体的 一 は 、 現 象 の 部 分 で は な く、 基 礎 な の で

あ る 。 」

(注40)e.g.G.皿.PP.118-121.

(注41)G.皿.P.120,「 我 々 の 身 体 が 我 々 の 実 体 の質 料 で あh,精 神 が そ の 形 相 で あ る

よ う(2.他 の 物 体 的 実 体 に つ い て も 事 情 は 同 じ で あ る 、 と 言tiう る 。 」

(注42)、G.II:.p.249.

(注43)e.g.G.II.p.252,「 モ ナ ド つ ま り完 全 な 単純 実 体 に お い て 、 エ ン テ レ ケ ィア

と 私 が 結 び つ け る の は 、 有 機 的 身 体 を な す 全 物 塊 に 関 係 す る、 原 始 的 受 動 的 力 に他 な ら

なN。 … … そ こ で 私 は 以 下 の 区 別 を す る 。(1)原 始 的 エ ン テ レ ケ ィア つ ま り精 神 、 ② 第 一

質 料 つ ま り原 始 的 受 動 的 力 、(3)上 の 二 つ か ら成 る完 全 な モ ナ ド・・一 で あ る 。 」cf.G.

II,pp.119-120,pp,324-325.

(注44)e.9.G.皿.P.118,「 物 質 は 際 限 な く分 割 可 能 で あ る が 、 そ の 中IIC,精 神 を与

え られ た 物 依 あ る い は 少 な くと も 原 始 的 エ ン テ レ ケ ィア を付 与 さ れ た 物 体.な い しは

(生 命 とい う 名 を この よ うに 広 く用 い る こ と が 許 さ れ る な ら)、 生 命 的 原 理 を 付 与 され

た 物 体 、 換 言 す れ ば物 体 的 実 体 が 、 含 ま れ てNな い ほ どに 小 ざ な 部 分 を 、 物 質 に 帰 す る

こ とは で き なto。 物 体 的 実 体 と は 、 そ れ は 生 きてInる と、 一 般 的 に そ の 全 て に つ い て 言

う こ と が で き る よ うな も の で あ る 。 」cf.G.VI.PP.618-619.

(注45)e.9.G.VI.P.598,「 実 体 は 単 純 で あ るか 、 合 成 さ れ て い ・る か で あ る。 単 純 実

体 と は 、 部 分 を もた な い 実 体 であ る。 合 成 実 体 と は 、 単 純 実 体 つ ま り モ ナ ドの 集 合 で あ
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る。」Ibid,PP.598-599, .「 合成 実 体(た とえ ば動 物 の よ うな)の 中 心 とな り、

そ の統 一 性 の原理 とな る、 各 々の単純 実 体つ ま り個 々 のモ ナ ドは、無 数 の他 の モ ナ ドか

ら合 成 され た物塊 に ょって取 り囲 まれ て い る。 この 物塊 が.中 心的 モナ ドの 身体 を構 成

す る。 」

(注46)e.9.G.W.PP.599-600,「 こ れが 知 覚.つ ーまり記 憶 に伴 われ た表 象 に まで'

達 す る ことが あ り う る。 … … こ うい う生 命 体が 動 物 と呼 ば れ、 同様 に、 そのモ ナ ドは精

神 と呼 ば れ る。 そ して この精 神が理 性 に 一まで高'まる と、そ れ は何 かよ り崇 高 な もの とな

り、理 性 的 精 神 に数 え入 れ られ る よ うにな る。」cf.(注6)

追 記

本論 文 は、 関 西哲 学 会第31回 大会(昭 和53年)に 知 け る研 究 報告 の発表 原稿 に、 加 筆訂

正 した もの で ある。 なお 、TrlZ益 を受 け た参考 文 献 を、 以 下 に 挙け る。
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R.MacRae,LeibnizPerceptionsApperceptionandThought,University

ofTorontoPress,1976.
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